
交通ルールを守り“春の新生活” 

あおき保険だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春は、多くの人が期待と不

安を胸に新たな生活をスター

トさせる大きな節目の季節で

す。真新しいランドセル姿の

新小学１年生を見かけると、

思わず「がんばれ！」と応援

したくなります。この時期は、

新生活にまだ慣れていない人

も多く、誰もが気ぜわしくし

ているため、交通事故の危険

性が高くなります。 

ハンドルを握るドライバー

の皆さんは、普段より時間と

気持ちに余裕を持って、安全

運転を心がけてください。集

団登下校中の児童の列に、車

が突っ込み、子どもたちが被

害に遭う悲惨な事故が後を絶

ちません。学校の周辺を走行

する際は、細心の注意を払い、

いつでも停止できるよう、や

さしい運転をお願いします。 

警察庁資料によると、令和7

年度、全国の交通事故死者数

は2,547人で、（前年比－116

人、－4.4％）で統計が残る昭

和23年以降で最少となりまし

た。それでも、日本のどこか

で、１日に約800件もの交通事

故が起こり、約1,000人がケガ

をし、約7人が亡くなったこと

になります。 

また、高齢者人口の増加に

ともない、死者数全体に占め

る65歳以上の割合も高まって

います。全体の54.8％にもなっ

ています。一方、単純な操作

ミスや逆走など、高齢ドライ

バーが加害者となる事故が相

次いでおり、社会問題となっ

ています。 

そうしたなか、平成29年３

月12日施行の改正道路交通法

では、認知機能検査が強化さ

れるなど、75歳以上に対する

免許制度の見直しが行われま

した。あわせて警察や自治体

などでは、運転免許の自主返

納の呼びかけに力を入れてい

ます。代替の交通手段がない

など、地域によって事情は異

なるものの、事故を起こして

からでは手遅れであることを

よく考え、早めの決断も必要

だといえます。 

年間の死者数2547人 
（令和7年度） 
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